






































































































































IRI& 附属校囲実習(n=40) 協力校実習(n-41) 附属牧園実習(n=42) 協力校実習(n=38)
｢特に学びたいことJ ｢特に学びたいこと｣ ｢学ぶことができたこと｣ ｢学ぶことができたこと｣
1 ･日常の救急処置 ･日常の救急処置 ･健康診断の準備.実施 ･学級での保健指導､指導案.教材
35(87.5%) 37(90.2% 41(97.6%) 作り･ 日常の救急処置 38(100.0%)
2 ･健康診断の準備.実施 ･身の健康に問題のある児童生徒 ･学級での保健指導､指導案.教材 ･健康診断の準備.実施
32(80.0%) -の指導 作り ･給食指導による健康生精の実践
･緊急時の救急処置､救急体制健康相政治動 34(82.9% 40(95.2%) 状況の把握 37(97.4%)
3 ･学級での保簿指導､指導寅.教材 ･保健室来室者カードの記入による ･健康診断の事後措置′ ･健康診断時の事前指導
づくり 保健室で捉えた疾病異常の把握 39(92.9%)･健康診断の事後措置
表2附属校国実習･鯨力校実習で｢特に学びたいこと｣｢学ぶことができたこと｣及び｢特に学びたい｣r学ぶことができた｣とする実習生の増加率(上位項目)
｢特に学びたいこと｣｢特に学びたい｣ ｢学ぶことができた｣ Ld ｢学ぶことができたこと｣｢学ぶことができた｣ ｢特に学びたい｣
とする実習生の増加率 とする実習生の割合 とする実習生の増加率 とする実習生の割合
･保姓だよりの作成 40.7% 31.0% 1 ･伝典病による出席停止に関する事項 61.6% 43.9%
･保偉室の経営計画の立案 23.8% 2 ･学校保錘委員会等の企画運営-の参画 48.8%
38.6% 50.8%
･-般教暇且の行う保姓活動-の協力 35.7% 38.1% 3 ･給食指導による健康生活の実践状況の把握45.0% 43.9%
一伝染病による出席停止に関する事項 9.5% 4 ･保健室の経営計画の立案 56.1%
33.9% 44.6%





























































附凧校閲実習(n-4) 協力校実習(∩-12) 附属校園実習(∩-4) 協力校実習(n-12)
r特に学ぽせたいことl ｢特に学ばせたいことl ｢学ませることができたことl ｢学ばせることができたことl
･安全指導による健簾生活の実践 ･安全指導による健簾生活の実践 ･安全指導による健康生活の実践 ･安全指導にたる飽味生活の実践
状況の把握 状況の把握 状況の把握 状況の把握
･健室来室者カー ドの集計.整理 ･朝の健康観寮による僻 生活の ･消掃指導による健康生活の実践 ･朝の健槻 蕪による健蕨生活の
による保建室で捉えた 実践状況の把岸 状況の把握 実践状況の把握
･疾病の状態の把握 ･保健室来室者カー ドの記入による ･健簾診断の事後処置に関する指導 t給食指導による健簾生活の実践
･不安や悩みなどの心の健康状態の 保練室で捉えた疾病の状態の把握 ･健康診抑寺の事前指導 状況の把握
把握 ･不安や悩みなどの心の健康状態の ･学級での保障指導､指導案.教材 ･保俺室来室者カー ドの記入による
･健康診断の事後処軌こ関する指導 把握 づくり 保捷室で捉えた疾病の状態の把握
･学級での保障肺乳指導案.教材 ･学級での保健鮮邑指導案.教材 ･日常の救急処置 ･学級での保健指導､指導案.教材









































































































































































































































② 保健室整備 薬品､衛生材料の整備 ･保管
























































･ 救急処置が重要｡学校現場の実例から実際に近い内容を想定したロー ルプレイングなどを行い (実際に体験
した事例を再現してみる)､基本的な看護能力を身につけて欲しい｡
･ 子どもの発達段階を学んだことを生かし､保健指導 ･保健学習の実践力を身につけて欲しい｡
･ 健康相談活動に役立てることができるように､子どもの発達心理学を勉強しておく｡
･ 日頃の人間関係を大事にできる豊かな人間性を身につけて欲しい｡
･ 実習後も可能であれば実習校または附属校閲に継続的に通い､実習だけでは十分に学ぶことができなかった
ことを主体的に学んで欲しい｡子どもたちの実態､他教師との連携の様子など短期間では学ぶことができな
かったことなど､学校現場の実態をより学ぶことができる｡
･ この実習を通して学んだことが､大学にもどって､どう生かされていくのか知りたい｡学校の中の一場面し
か体験していないけれど､自分が就職して､ひとりで任された場面を想定した学習 (問題解決学習)が必要
である｡
iv)｢実習に対する意見_･感想､_実習生に伝えておきたいこと｣
単発の兵曹だけや蔭なく､事前丁重後も蘭わ16-所有七畠ますなも-あ■た'j:れば､実習が生きてくるのではない
だろうか｡もっと､実習内容について勉強を深めてから実習に臨んで欲しいと思う｡
課題意識をもって実習に来てほしい｡
1時間の授業をし考が､もっと積極的に自分でやるという意識をもって取り組んで欲しい｡1時間､授業に
必要なものは自分で準備する｡仕方なくやっているという態度では､受け入れる方も困惑してしまう｡
自らが問題意識をもち､自ら学び取ろうという姿勢を求めた｡実習生は､協力し合い､期待通り実習をこな
した｡教官の熱意も伝わり実習生の頑張りを一層ひきだしたと思われる｡
学校側からの計画だけではなく､何かこれができれば-というものをもって臨んで欲しい｡事前の打ち合わ
せの時に教えてくれれば､計画に取り入れることもできることもある｡(無理な時もあるが)
2週間という短期間に1時間の保健指導､保健学習の指導は無理なような気がする｡これを希望されるなら､
もっと具体的にかなりの実践､実習を積んでから来て欲しい｡これを実習校ではじめからすると､2週間を
ほとんど授業のために費やすことになる｡
学校と実習生との打ち合わせ会はもっと事前にしてほしい｡(実習計画を早ければ8月の会議で)
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